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③実験計画
　本実験では2×3×3の要因計画を用いた。第1の要因は提示法の条件で，視覚的提：示条
件と聴覚的提示条件の2条件を含み，第2の要因は年齢で，2年生，4年号，6年半の3つ
の学年群を含み，第3の要因は系列位置で初頭部位（1～5），中間部位（6～10），新近
部位（11～15）を含んでいる。第1の要因と第2の要因は被験者間変数で，第3の要因は被
験者内変数であった。
④手続き
　実験は，各条件において5名ずつのグループで実施した。視覚的提示群と聴覚的提示群の
両群において，刺激提示時間が1項目につき1秒間であったことを除けば，その他の手続き
は実験1と同様であった。なお，刺激の提示順序は，初頭部位（前部位），中間部位（中部
位），新近部位（後部位）聞でカウンターバランスしたが，各部位における刺激提示順序は
一定であった。
結　果
　図2には系列位置における各学年の視覚的記憶ならびに聴覚的記憶の平均再生語数が示さ
れている。3要因の分散分析の結果，提示条件の主効果（F＝6．42，df＝1／252，　P＜0．05），
系列位置の主効果（F＝14．83，df＝2／252，　P＜0．01），年齢の主効果（F＝9．77，　df＝2／252，
P＜0．05），提示条件と系列位置の交互作用が有意であった（F；8．07，df＝2／252，　P〈
0．05）。提示条件の主効果が有意であったので，初頭部位，中間部位，新近部位の成分をこ
みにして，各学年における視覚的記憶ならびに聴覚的記憶の平均再生語数を図3に示し，検
討した。図3から明らかなように，2年生，4年生では視覚的記憶の方が聴覚的記憶より有
意に成績がよいが（2年生：t＝3．58，d圭＝28，　P＜0．05；4年生：t＝2．51，　df＝28，　P＜
0．05），6年生ではその差がみられなかった。このことから，有意味単語を記銘材料として
用いた場合には，低・中学年では視覚的記憶の方がよく，高学年になると聴覚的記憶の成績
がよくなり視覚的記憶と聴覚的記憶の差がなくなっていくと言えよう。また，年齢の主効果
がみられたので，両群の平均再生語数を年齢的に検討してみた。その結果，視覚的提示条件
群においても　（2年生と4年生：t＝2．31，df＝28，　P＜0．05；2年生と6年生：t＝3．62，
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　図2．系列位置における各学年の視覚的記憶ならびに聴覚的記憶の平均再生語数
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図3．各学年における視覚的記憶なら
　　　びに聴覚的記憶の平均再生語数
5
平4
均
再3
生
　2
語
数
1
O一一◎視覚的記憶
⑳…・④聴覚的記憶
愈、
　　　’やヘ　　　　　　　　ノ
　’「σ
’
’
’
’
’
ρ
　　　　　前部位　　中部位　　後部位
　　　　　（1～5）　　　　（6～10）　　　（11～15）
　　　　　　　　系　列　位　置
図4．系列位置における全学年の視覚的
　　　記憶ならびに聴覚的記憶の平均再
　　　生語数
df＝28，　P＜0．01），聴覚的提示条件群においても（4年生と6年生：t＝3．02，　df＝28，　P＜
0．01；2年生と6年生：t＝4．58，df＝28，　P＜0．01）加齢とともに平均再生語数が増加して
いることが示された。系列位置の主効果が有意であったので，全学年をこみにして系列位置
における視覚的記憶と聴覚的記億の平均再生語数を検討した。図4から明らかなように，聴
覚的記憶においては新近部位＝初頭部位〉中間部位の順にすぐれた成績を示したが（初頭
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部位と中間部位：t＝2．68，df＝88，　P＜0．05；中間部位と新近部位：t＝4．80，　df＝88，　P＜
0．01），視覚的記憶においては，初頭部位〉新近部位＝中間部位の順であった（初頭部位と
中間部位：tニ4．49，df＝88，　P＜0．01；初頭部位と新近部位：t＝3，32，　df＝88，　P＜0．05）。
さらに，提示条件と系列位置の交互作用が有意であったので，図2の資料にもとづいて，各
国年別に各系列位置の視覚的記憶と聴覚的記憶の比較をした。その結果，2年生，4年生の
初頭部位において視覚的記憶の方が聴覚的記憶よりもすぐれていた（2年生：t＝3．58，df
＝28，P＜0．05；4年生：t＝2．51，　df＝28，　P＜U．05）。また，6年生の新近部位では聴覚的
記憶の方が視覚的記憶よりもすぐれ（t＝2．33，df・＝28，　P＜0．05），　中間部位では視覚的記
憶の方が聴覚的記憶よりもすぐれていた（t＝2．41，df＝28，　P＜0．05）。
考　察
　実験2の目的は，視覚的記憶と聴覚的記憶の年齢による差異を系列位置の分析を通して質
的に検討することであった。
　視覚的記憶と聴覚的記憶の質的な差異は，系列位置の新学部位にモダリティ効果として反
映される。すなわち，聴覚的記憶の成績が視覚的記憶の成績よりもすぐれているということ
であるが，本研究の結果では，小学校6年生にその効果がみられたが，2年生と4年生にお
いてはみられなかった。
　しかしながら，2年生と4年生では，初頭部位において，視覚的記憶が聴覚的記憶よりま
さっているという結果が見い出された。初頭性効果が提示条件によって異なるということは
一体，何故であろうか。通常，初頭性効果を説明するものとしてリハーサルがある。リハー
サルとは，情報を何度もくり返して唱えることである。すなわち，初頭性効果とリハーサル
の関係について考えると，系列的に提示された記銘材料においては，初頭部位でルハーサル
がなされる確率が高いといわれている。従って，初頭部位における情報が深く処理されるた
めに成績がよくなる。
　　また，記銘材料の提示のちがいによってリハーサルの回数が異なるのはどうしてかという
ことに関して，McCarrer＆Ellis（1972）は「記銘材料が聴覚的に提示された際には，そ
れがリハーサルと干渉するが，視覚的に提示された場合には，自己のペースでリハーサルが
可能である。」と述べている。
　以上のことから，視覚的に提示された記銘材料の記憶が聴覚的に提示された記銘材料の記
憶よりも初頭部位でより高い成績を示したということは，視覚的記憶においてより多くのリ
ハーサルがなされるのに対し，聴覚的記憶においてはあまり多くのルハーサルがなされなか
ったためと考えられる。
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